
秋田県立秋田高等学校　　●学校創立　明治6年（1873年）9月1日
●卒業生総数／38,917人（旧制中学7,080人、新制高校31,837人）　　●在籍生徒数／815人（男子445人、女子370人）
●同窓会員数／39,385人　　●物故者／10,021人　　●現会員数／29,131人� ［令和2年10月1日現在］
●ホームページ　�http://akitahs-doso.jp���　●E-mail��aki-doso@cna.ne.jp

銭谷同窓会長メッセージ
委員会構成・一般会計報告
校長所感 ◎渡部�克宏�氏
●あの頃の思い出  「陸上部の思い出」 ◎三浦�衛�氏
交差点 ◎瀬戸�泰之�氏

エッセイ�◎京極�雅幸�氏

ズームアップ ◎佐々木�亜里紗�氏、北嶋�友暁�氏 表紙はドローンで撮影した校舎写真を水彩画風の
タッチに加工したものです。
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天上天下
TENJO TENGE

　

う
そ
の
書
類
を
提
出
し
、

持
続
化
給
付
金
を
だ
ま
し

取
っ
た
と
し
て
全
国
的
に
逮

捕
者
が
続
出
し
て
い
る
。
中

に
は「
代
行
業
者
を
通
じ
て
、

申
請
す
れ
ば
簡
単
に
給
付
金

が
も
ら
え
る
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
ア
プ
リ
の
誘
惑
に
負

け
た
―
と
い
う
人
も
少
な
く

な
い
。
指
示
に
従
い
手
軽
な
ネ
ッ
ト

申
請
で
、
本
人
の
口
座
に
持
続
化
給

付
金
1
0
0
万
円
が
振
り
込
ま
れ

る
。6
～
8
割
を
代
行
業
者
に
払
い
、

残
り
の
お
金
を
本
人
が
手
に
す
る
こ

と
に
な
る
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
売
り
上
げ
が
減
少
し
た
個

人
事
業
主
や
中
小
企
業
の
救
済
が
狙

い
の
持
続
化
給
付
金
。
困
っ
て
い
る

人
に
、
で
き
る
だ
け
速
く
支
給
し
よ

う
と
簡
素
化
さ
れ
た
申
請
手
続
き

が
、
詐
欺
の
絵
図
を
描
い
た
人
物
ら

に
狙
わ
れ
た
。
S
N
S
で
知
人
が
知

人
を
誘
う
形
で
、
ネ
ズ
ミ
算
式
に
不

正
受
給
の
誘
惑
が
広
が
っ
た
▼
そ
し

て
今
、
不
正
受
給
者
が
続
々
と
逮
捕

さ
れ
て
い
る
。
指
示
す
る
側
に
と
っ

て
は
想
定
済
み
。
不
正
受
給
し
た
者

は
捨
て
駒
の
よ
う
な
存
在
な
の
だ
。

国
は
不
適
切
な
受
給
を
自
ら
申
し
出

た
場
合
は
制
度
で
決
め
ら
れ
た
加
算

金
等
を
科
さ
な
い
方
針
を
示
し
自
主

返
還
を
求
め
て
い
る
が
、
刑
事
罰
に

つ
い
て
は
警
察
が
判
断
す
る
こ
と
に

な
る
。
日
進
月
歩
の
だ
ま
し
の
手
口

を
見
破
る
極
意
を
身
に
着
け
た
い
。

　

秋
田
高
校
同
窓
会
も
理
事
会
、
総
会
に
つ

い
て
は
、
開
催
中
止
の
や
む
な
き
に
至
り
ま

し
た
。
各
支
部
の
総
会
、
年
次
同
期
会
も
こ

れ
ま
で
開
催
で
き
た
も
の
は
殆
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
さ
に
断
腸
の
思
い
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
執
行
部
の
責
任
の
下
、

各
委
員
会
、
事
務
局
の
お
働
き
に
よ
り
、
こ

の
同
窓
会
だ
よ
り
の
刊
行
な
ど
各
般
の
事

業
、
予
算
は
適
切
に
執
行
さ
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
今
夏
に
は

母
校
特
別
教
室
3
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
寄

贈
も
行
い
ま
し
た
。

　

先
日
、
テ
レ
ビ
で
三
重
県
伊
勢
市
の
船
江

公
園
に
あ
る
「
東
京
物
語
」
な
ど
の
名
作

で
知
ら
れ
る
映
画
監
督
小
津
安
二
郎
生
誕

1
0
0
周
年
記
念
碑
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
碑
に
は
「
無
常
迅
速　

も
う
一
度

中
学
生
に
な
り
度
い
な
あ　

会
い
度
い
会
い

度
い　

も
う
一
度
中
学
生
に
な
り
度
い
な

あ
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
小
津
は
、
東
京

に
生
ま
れ
、小
学
生
の
時
三
重
松
阪
に
移
り
、

中
学
校
は
、
伊
勢
市
の
旧
制
三
重
県
立
第
4

中
学
校
、
現
在
の
県
立
宇
治
山
田
高
校
に
進

学
し
ま
す
。
記
念
碑
は
宇
治
山
田
高
同
窓
会

な
ど
が
中
心
と
な
り
建
立
し
、
文
言
は
、
小

津
が
伊
勢
湾
台
風
の
翌
日
同
窓
生
宛
に
書
い

た
手
紙
の
中
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
「
も
う
一
度
中
学
生
（
高
校
生
）
に
な
り

度
い
な
あ
」
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
学
生
時

代
を
顧
み
、
恩
師
と
友
人
と
過
ご
し
た
時
を

想
い
、か
え
れ
な
い
あ
の
日
に
か
え
り
た
い
、

高
校
時
代
に
寄
せ
る
私
た
ち
の
気
持
ち
そ
の

も
の
の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
は
、
若
き
日
を
同
じ
学
び
舎
で
過

ご
し
た
同
窓
生
が
集
い
相
互
の
交
友
を
深
め

る
中
で
母
校
の
発
展
を
願
い
応
援
す
る
場
だ

と
思
い
ま
す
。

　

秋
田
高
校
は
2
0
2
3
年
（
令
和
5
年
）

に
1
5
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
の
時
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
窓
会
活
動
の

新
た
な
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
（
令
和
2
年
）
は
、
2
度
目

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
記
念
す
べ
き

年
と
な
る
は
ず
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
年
と
し
て

記
憶
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
は
地
球
規
模
で
広
が
る
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
、
日
本
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
三
密
」
を
避
け
る
な
ど
「
新
し

い
生
活
様
式
」
が
求
め
ら
れ
、
社
会
経
済
活

動
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
学

校
も
一
時
休
校
と
な
り
、
家
庭
学
習
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。

銭谷眞美会長の略歴
昭和	43年	 秋田高校卒業
	 48年	 	東北大学教育学部卒業	 	

文部省入省
平成	 9年	 大臣官房総務課長
	 10年	 大臣官房審議官
	 12年	 内閣審議官
	 13年	 文化庁次長
	 15年	 		文部科学省生涯学習政策局長
	 16年	 初等中等教育局長
	 19年	 文部科学事務次官
	 21年	 	東京国立博物館長、現在に至る
	 27年	 秋田高校同窓会副会長
	 30年	 秋田高校同窓会会長

ほかに、秋田関係では秋田大学経営協議会
委員、秋田公立美術大学経営審議会委員、
秋田銀行長活き学校校長など。

同窓会員への
メッセージ

2

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
こ
そ

母
校
の
発
展
を
願
い
活
動

　
︱
コ
ロ
ナ
禍
で
の
今
年
の
同
窓
会
活
動
︱

�
秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会
会
長　

銭
谷	

眞
美
（
昭
和
43
卒
）



企画委員会
副 会 長 佐野　元彦 （昭和49卒）
委 員 長 佐藤　悦紹 （昭和49卒）
副 委 員 長 小國　輝也 （昭和57卒）
委 員 山口　武秀 （昭和49卒）
委 員 内藤　克幸 （昭和51卒）
委 員 鈴木　真実 （昭和53卒）
委 員 堀川ゆみ子 （昭和58卒）
委 員 河村　希典 （平成2卒）
委 員 髙橋真理子 （平成2卒）
委 員 渡部 　　亮 （平成6卒）
委 員 小松   和彦 （平成7卒）
委 員 佐藤　寛也 （平成7卒）
学 校 委 員 佐々木裕之 （昭和58卒）
学 校 委 員 菊地　文雄 （平成8卒）
財政委員会
副 会 長 三浦　廣巳 （昭和44卒）
委 員 長 伊藤　茂樹 （昭和42卒）
副 委 員 長 鈴木　明夫 （昭和45卒）
委 員 菅原孝次郎 （昭和44卒）
委 員 菊地えり子 （昭和45卒）
委 員 加納　広明 （昭和53卒）
委 員 亀井　哲夫 （昭和53卒）
委 員 鶴田　嘉裕 （昭和56卒）
委 員 桑原　　透 （昭和58卒）
委 員 荻原慎太郎 （平成1卒）
学 校 委 員 黒澤　桂一 事務長補佐
学 校 委 員 角崎　綾子 （平成4卒）
名簿委員会
副 会 長 佐野　元彦 （昭和49卒）
委 員 長 越中谷孝一 （昭和59卒）
副 委 員 長 岡本久美子 （昭和52卒）
副 委 員 長 伊多波未来 （昭和59卒）
副 委 員 長 林　　 德彦 （平成11卒）
委 員 田近　吉彦 （昭和50卒）
委 員 福岡 　　健 （昭和51卒）

委 員 佐藤　正尚 （昭和55卒）
委 員 伊藤　   渉 （昭和59卒）
委 員 佐竹　久美 （平成3卒）
委 員 那波信太郎 （平成3卒）
委 員 鈴木　孝友 （平成4卒）
委 員 二木　佳奈 （平成27卒）
学 校 委 員 佐藤　真弓 （昭和60卒）
学 校 委 員 澁谷　明人 （平成1卒）
広報委員会
副 会 長 辻　　良之 （昭和50卒）
委 員 長 菅原　　貢 （昭和50卒）
副 委 員 長 梅井　一彦 （昭和49卒）
副 委 員 長 島﨑　正実 （昭和51卒）
委 員 三浦　　亨 （昭和59卒）
委 員 須磨　　武 （昭和60卒）
委 員 戸田　貴之 （昭和61卒）
委 員 三浦美和子 （平成6卒）
委 員 佐藤　朋子 （平成7卒）
委 員 佐々木竜太 （平成8卒）
学 校 委 員 打川　史子 （平成4卒）
学 校 委 員 高橋　　大 （平成8卒）
ホームページ委員会
副 会 長 中村　順子 （昭和50卒）
委 員 長 武内　伸文 （平成2卒）
副 委 員 長 諸井　忠道 （昭和61卒）
委 員 寺田美和子 （平成08卒）
委 員 北林　陽児 （平成12卒）
委 員 菅原　崇人 （平成14卒）
委 員 武藤　元貴 （平成20卒）
学 校 委 員 山田　 　晋 （平成4卒）
学 校 委 員 沢田石　智 （平成19卒）
150周年記念誌編集特別委員会
副 会 長 中村　順子 （昭和50卒）
委 員 長 半田　和彦 （昭和36卒）
副 委 員 長 加賀谷真澄 （平成1卒）
委 員 池田　憲和 （昭和40卒）

委 員 京極　雅幸 （昭和49卒）
学 校 委 員 伊藤　　真 副校長
学 校 委 員 中嶋　修子 −
学 校 委 員 富樫　良恵 （昭和57卒）
学 校 委 員 坂本　公正 （平成6卒）
学 校 委 員 牧　留美子 （平成6卒）
学 校 委 員 菅野　　愛 （平成11卒）
新先蹤録編纂特別委員会
会 長 銭谷　眞美 （昭和43卒）
委 員 長 畠山　　茂 （昭和43卒）
副 委 員 長 武藤冨士雄 （昭和43卒）
副 委 員 長 豊嶋　　司 （昭和44卒）
委 員 相馬　高道 （昭和51卒）
委 員 内藤　克幸 （昭和51卒）
委 員 田口　清洋 （昭和54卒）
選 考 委 員 澤井　範夫 （昭和41卒）
選 考 委 員 柴田　義弘 （昭和41卒）
選 考 委 員 北林真知子 （昭和45卒）
選 考 委 員 武内　伸文 （平成2卒）
郷土創生特別委員会
副 会 長 三浦　廣巳 （昭和44卒）
委 員 長 佐藤　裕之 （昭和55卒）
副 委 員 長 武内　伸文 （平成2卒）
委 員 藤盛　節子 （昭和43卒）
委 員 伊藤　　新 （昭和55卒）
委 員 百瀬　　和 （昭和56卒）
委 員 猿田　和三 （昭和57卒）
委 員 金子　敬司 （昭和63卒）
委 員 相沢　陽子 （平成4卒）
委 員 小玉　康明 （平成4卒）
委 員 長谷川　敦 （平成4卒）
委 員 北嶋　友暁 （平成9卒）
委 員 林　　德彦 （平成11卒）

『一般会計 決算・予算』概要説明
①令和元年度決算

収入
・�会費は前年並みの入金状況。会議収入予算比減は
総会等出席者の減少による。雑収入予算比減は発
送代行の減少。

支出

・�概ね各経費とも予算比減で推移。新入会員歓迎費
予算比増は卒業記念品USBの単価上昇による（8
ギガUSB）。

・�総会費予算比減は、上記出席者減による。
・�通信費予算比大幅増はゆうメール（郵便料）の大
幅引き上げによる。（更に大幅増となれば、対応
策検討要）

・�手数料予算比減は、ゆうちょ銀行払込手数料引上
げがそれほど負担増にならなかったことによる。

② 令和2年度予算
収入 ・概ね前年並みに推移として算定。

支出

・�運営委員会及び理事会を各々 1回の開催で算定。
・�次年度繰越金を250万円程度確保することを前提
に支出を極力抑える方針で算定。

・�資料室運営費の前年予算比△40万円は前年
Windows10へ切替えのためパソコン2台更新し
たことによる。

・�次年度繰越金250万円程度確保のため、今年度は
基金への繰入を行わないこととする。

秋田高校同窓会だより VOL.1083

一般会計報告（同窓会事務局）

委員会構成《常置委員会・特別委員会》令和 2年 10月 1日現在



写真②　病院長室にて。左下はNEWSWEEK誌より

点

交
差

せと・やすゆき／1958年秋田市生
まれ。東京大学医学部卒。医学
博士。1964年東京大学第一外
科入局。関東労災病院、中通総
合病院、国立がんセンター中央
病院、癌研有明病院などを経て、
2008年東京大学医学部消化管外
科教授。2019年東大病院長に就
任し現在に至る。この間、外科
系学会社会保険委員会連合会長
補佐、日本消化器外科学会理事
長、National	Clinical	Database
代表理事を務める。

Profile

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
2
年
前
に
還

暦
を
迎
え
ま
し
た
。
秋
田
高
校
を
卒
業
し

て
早
44
年
経
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当

時
、
秋
田
高
校
は
自
由
な
気
風
に
あ
ふ
れ
、

か
つ
文
武
両
道
で
全
国
に
名
を
馳
せ
る
素

晴
ら
し
い
学
校
で
し
た
（
今
も
変
わ
っ
て

い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
）。
あ
ら
た
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
孔
子
「
論
語
」
で
は
、「
六
十
に

し
て
耳
順
う
」
と
あ
り
、
他
人
の
意
見
に

素
直
に
耳
を
傾
け
ら
れ
る
年
代
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
孔
子
が
生
き

た
の
は
紀
元
前
5
0
0
年
前
後
で
現
在
と

は
平
均
寿
命
が
違
い
ま
す
。
そ
の
当
時
の

平
均
寿
命
は
30
―
40
歳
く
ら
い
と
考
え
ら

れ
る
の
で
（
現
在
、
男
性
81
歳
）、
換
算
す

る
と
、
今
小
生
は
「
論
語
」
時
代
で
は
30

歳
相
当
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
な

る
と
「
三
十
に
し
て
立
つ
」
と
い
う
年
代

に
相
当
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
こ
れ
か
ら

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

還
暦
を
迎
え
、
昨
年
4
月
、
東
京
大
学

医
学
部
附
属
病
院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
東
大
病
院
（
写
真
①
）
＝
以
下
、
当
院

＝
は
、
入
院
ベ
ッ
ド
1
2
0
0
床
、
1
日

外
来
患
者
数
2
8
0
0
人
、
年
間
手
術
件

数
１
１
，
0
0
0
件
、
職
員
数
4
0
0
0

人
を
超
え
る
わ
が
国
有
数
の
大
学
病
院
で
、

1
6
0
年
以
上
の
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。

大
学
病
院
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
診
療
、
教
育
、

研
究
の
3
本
柱
で
あ
り
、
ど
れ
も
怠
る
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
当
院
は
、
全
国
で

も
ト
ッ
プ
の
臓
器
移
植
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ほ
か
、
ゲ
ノ
ム
医
療
を
は
じ
め
と
し

た
高
度
医
療
を
行
い
つ
つ
、
東
京
都
に
お

い
て
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
や
周
産
期
医
療

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
中
核
を
担
う
機
能
も
有

し
て
い
ま
す
。
実
に
多
彩
な
老
若
男
女
が

集
う
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

患
者
さ
ん
フ
ァ
ー
ス
ト
の
、
い
か
に
い
い

診
療
を
行
え
る
か
日
々
葛
藤
し
て
い
る
毎

日
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
か
ら

N
EW
SW
EEK

が
選
ぶ
世
界
のW

O
RLD
’S	

B
E
ST	HOSPITA

LS

に
入
れ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
写
真
②
）。
実
に

誇
ら
し
く
、
職
員
一
同
、
ま
た
病
院
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
含
め
、
す
べ

て
の
方
々
に
深
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

し
、
何
と
か
今
後
も
維
持
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
現
場
の
声
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

か
ら
の
ご
意
見
に
積
極
的
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
す
。
や
は
り
、「
六
十
に
し
て
耳
順
う
」

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
は
何
と
言
っ
て
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
抜
き
に
し
て
は
語
れ
ま
せ
ん
。

多
く
の
領
域
で
甚
大
な
影
響
が
で
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
医
療
業
界
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
重
症
症
例
の
多
く
は
大
学
病

院
で
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
当
院
は
、
全
国
で
も
5
番
目
に
多
い

重
症
症
例
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
（
中

等
症
の
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
）。
そ
の

治
療
を
行
い
つ
つ
、
い
か
に
臓
器
移
植
な

ど
の
高
度
な
医
療
を
同
時
に
行
っ
て
い
く

か
、
当
院
で
も
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
下
、
い
ま
だ
院
内

感
染
ゼ
ロ
を
維
持
で
き
て
お
り
、
こ
れ
も

ま
た
誇
ら
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

や
は
り
、
ヒ
ト
こ
そ
が
大
切
で
あ
り
、
知

恵
を
だ
し
あ
い
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め
て
、
病
院
長
と
し
て
、

「
六
十
に
し
て
耳
順
い
、
六
十
に
し
て
立
つ
」

こ
と
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
感
じ
入
る
次
第

で
す
。

写真①東大病院全景。右下の黒破線内は大正14年（1925年）に完
成した通称「赤レンガ」

還
暦
迎
え
て
耳
順
い
、
志
立
つ

�
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長　

瀬
戸	

泰
之
（
昭
和
52
卒
）
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長
校

（昭和50年卒）
代表取締役社長 辻 　良 之

（昭和54年卒）
専務取締役 吉 田 　進

（昭和50年卒）
常務取締役 進藤  忠宏

辻兵商事株式会社
あなたの暮らしを応援します……

〒010-0921 秋田市大町二丁目4番32号
TEL.018-864-0215  FAX.018-862-1664

http://tsujihyo.com

（昭和50年卒）

代表取締役社長

辻　　　良　之

秋田いすゞ自動車株式会社

秋田市寺内字蛭根85－7
TEL.018－862－6601㈹

http://www.akita-isuzu.co.jp 秋田市南通亀の町5－7
TEL.018－832－5482

《診療時間》
平日 9：00～12：30　14：00～18：30
土曜 9：00～13：00
日曜・祭日 休診

院　長 石田 達郎（昭和50年卒）

副院長 石田 貴洋（平成15年卒）

石田歯科医院

　

4
月
か
ら
校
長
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
渡
部
克
宏

で
す
。
教
員
と
し
て
秋
田
高
校
勤
務
は
二
回
目
と
な
り
ま
す
。
ど

う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
例
年
で
あ
れ
ば
総
会
や
支

部
の
会
等
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年

は
そ
れ
が
ま
ま
な
ら
ず
大
変
心
苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
ま
ず
は
同
窓
会
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
3

月
以
降
、
社
会
全
体
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
揺
れ
動
き
ま
し

た
。
よ
う
や
く
5
月
11
日
に
学
校
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
16
日
間

授
業
が
で
き
ず
、
そ
の
分
、
夏
休
み
を
少
々
削
っ
て
授
業
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
暑
い
中
で
の
授
業
を
乗
り
切
る
た
め
に
県
教

育
委
員
会
で
は
3
年
生
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
教
室
に
エ
ア
コ
ン
の
設

置
を
決
め
ま
し
た
が
、
解
体
授
業
等
で
多
く
の
教
室
が
必
要
と
な

る
た
め
、
実
際
に
は
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
も

の
か
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
厚
意
で
3
教
室

へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
も
様
々
な
面
で
学
習
環
境
整
備
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
が
、
重
ね
て
の
ご
支
援
に
対
し
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。「
快
適
に
勉
強
で
き
る
」
と
生
徒
に
は

大
好
評
で
、
お
か
げ
さ
ま
で
成
績
ア
ッ
プ
ま
ち
が
い
な
し
？
と
期

待
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
首
都
圏
で
は
臨
時
休
業
が
数
カ
月
に
及

ん
だ
よ
う
で
す
が
、
本
県
で
は
幸
い
な
こ
と
に
3
週
間
程
度
で
済

み
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
学
校
再
開
直
後
は
社
会
を
覆
う

不
安
感
や
運
動
不
足
に
よ
る
体
力
低
下
が
原
因
で
体
調
を
崩
す
生

徒
も
お
り
ま
し
た
。

　

三
大
行
事
の
う
ち
夏
休
み
明
け
の
学
級
対
抗
は
予
定
ど
お
り
実

施
で
き
ま
し
た
が
、
4
月
の
運
動
会
、
7
月
初
め
の
秋
高
祭
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
三
大
行
事
が
定
着
し
て
以
降
、
お
そ
ら
く
初

め
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
に
と
っ
て
も
4
月
、
5
月
は
応
援
練
習
を
含
め
様
々
な

行
事
や
活
動
を
経
験
し
、
秋
高
の
伝
統
を
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
浴

び
、
大
き
く
変
容
し
て
い
く
時
期
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
失
わ
れ

た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
取
り
戻
し
て

い
く
か
が
今
後
の
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
県
総
体
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
甲
子
園
も
な
く
な
り
、

大
会
を
目
標
に
し
て
き
た
3
年
生
に
と
っ
て
は
つ
ら
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
彼
ら
は
し
っ
か
り
と
現
実
を
受
け
止
め
、
そ

し
て
前
向
き
に
次
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

日
本
中
が
先
行
き
不
安
に
陥
っ
て
い
る
中
で
大
人
た
ち
の
見
苦

し
い
言
動
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
秋
高
生
は
物
事
に
動
じ
ず
状

況
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
実
に
落
ち
着
い
て
冷
静
に
対

応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
理
性
的
な
立
ち
居
振
る
舞
い
に
、

1
5
0
年
の
伝
統
の
力
と
将
来
へ
の
希
望
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

		

世
界
は
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
始
め
多
く
の
課
題
を
抱

え
、
秋
田
も
少
子
高
齢
化
な
ど
の
難
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
課
題
に
向
き
合
い
、
問
題
意
識
を
深
め
な
が
ら
、
自
分
の

生
き
方
に
重
ね
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
若
者
を
育
て
る
学
校
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
着
装
自
由
化
か
ら
50
年
と
な
り
ま
す
。
今
の
生
徒
に

と
っ
て
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在
す
る
「
着
装
の
自
由
」
で
す

が
、
改
め
て
そ
の
原
点
を
確
認
し
、
今
日
的
な
意
義
を
考
え
る
契

機
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
3
年

後
の
2
0
2
3
年
に
は
本
校
は
創
立
1
5
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

過
去
を
振
り
返
り
、
現
在
の
立
ち
位
置
を
確
認
し
、
未
来
を
展
望

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
節
目
を
つ
く
っ
て
い
く
か
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ぬ
生
徒
ら

�
伝
統
の
力
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

所

秋
田
高
校
校
長

�
渡
部 

克
宏
（
昭
和
55
卒
）

わたなべ・たかひろ／昭和36年秋田市生まれ。昭和59年筑波大学を卒業、矢島高校笹子分校で教員生活をスタートし、秋田高校、秋田北高校で勤務。知事公
室秘書課、高校教育課等での勤務の後、平成28年秋田中央高校校長。その後、高校教育課長、県教育次長を経て令和２年から秋田高校校長。

秋田高校同窓会だより VOL.1085



記憶する装置 
あるいは呼び覚ます装置
 あきた文学資料館　副館長　京極 雅幸（昭和49卒）

　

本
欄
は
、各
分
野
の
新
進
気
鋭
の
同
窓
生
が
、

最
新
の
情
報
と
溌
溂
た
る
人
生
を
語
る
場
だ
と

思
っ
て
い
た
。
間
も
な
く
高
齢
者
に
な
る
自
分

で
い
い
の
か
と
思
い
な
が
ら
、
今
の
職
場
の
宣

伝
に
な
る
か
な
と
考
え
、
寄
稿
す
る
よ
う
に
と

い
う
友
人
の
勧
め
に
敢
え
て
寄
り
切
ら
れ
て
み

た
。

　

今
わ
た
し
は
、
あ
き
た
文
学
資
料
館
に
勤
務

し
て
い
る
。
高
校
教
員
を
定
年
退
職
し
た
後
の

第
二
の
職
場
で
あ
る
。
場
所
は
秋
田
市
中
通
六

丁
目
、
旧
秋
田
東
高
校
の
校
舎
の
一
部
を
利
用

し
て
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
あ
る
。
秋
田
県
立
図

書
館
の
分
館
と
し
て
平
成
十
八
年
四
月
二
十
八

日
に
開
館
し
、
今
年
十
五
年
目
を
迎
え
た
。
こ

の
間
に
、
収
蔵
し
た
資
料
の
総
数
は
八
万
点
を

超
え
る
。
た
だ
し
、
資
料
は
す
べ
て
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
、
購
入
し
た
も
の
は
な
い
。

　

資
料
館
の
資
料
八
万
点
の
う
ち
、
開
館
後
の

五
年
間
に
そ
の
八
十
％
を
収
蔵
し
、
そ
の
後
の

十
年
間
は
、
年
間
平
均
一
千
八
百
点
程
度
で
推

移
し
て
い
る
。
近
年
集
ま
っ
て
い
る
も
の
の
数

は
多
く
な
い
が
、
明
治
か
ら
現
代
に
わ
た
り
本

県
で
活
躍
し
た
文
学
者
の
自
筆
資
料
や
旧
蔵
資

料
が
多
い
。
開
館
の
目
的
に
、
秋
田
ゆ
か
り
の

文
学
者
の
貴
重
な
資
料
の
散
逸
を
防
ぐ
と
い
う

こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
照
ら
し
て
喜
ぶ
べ
き
こ

と
と
考
え
て
い
る
。

　

当
初
、
秋
田
の
文
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
な
ぜ
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

腑
に
落
ち
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
手
に
し
た

の
が
、
明
治
三
十
三
年
四
月
二
十
二
日
付
け
の

与
謝
野
鉄
幹
か
ら
佐
々
木
寬か
ん

綱こ
う

に
宛
て
た
書
簡

で
あ
っ
た
。
寬
綱
は
雄
勝
郡
三
輪
村
に
三
星
社

と
い
う
詩
歌
の
結
社
を
発
足
し
た
。書
簡
に
は
、

「
新
詩
社
第
三
支
部
三
星
社
と
申
す
事
に
ね
が

ひ
度た

く
候
そ
う
ろ
う」
と
あ
る
。
鉄
幹
晶
子
の
東
京
新
詩

社
の
傘
下
に
、
第
三
支
部
と
し
て
入
る
よ
う
誘

う
内
容
で
あ
る
。

　

明
治
四
十
四
年
一
月
五
日
付
け
の
後
藤
宙
外

宛
て
夏
目
漱
石
書
簡
を
手
に
し
た
と
き
の
こ
と

も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
前
年
十
二
月
に
春
陽
堂
を

退
社
し
た
宙
外
を
慰
藉
す
る
書
簡
で
あ
る
。
あ

の
漱
石
と
宙
外
に
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
も
驚
き

で
あ
っ
た
が
、
今
か
ら
百
年
以
上
も
前
に
漱
石

が
触
れ
た
も
の
に
直
に
触
れ
て
い
る
不
思
議
は

こ
と
ば
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
は
、
自
分
の
文
学
史
の
知
識

に
照
ら
し
て
思
い
も
寄
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
地
方
と
中
央
と
の
関
係
が
思
い
の
外
密
接

で
あ
る
こ
と
、
文
学
の
革
新
が
躍
動
感
に
溢
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
秋
田
人
が
か
か

わ
っ
て
い
る
こ
と
。

　

漱
石
の
よ
う
に
多
く
の
人
々
の
記
憶
に
残
る

存
在
は
稀
有
だ
。
だ
が
、
近
代
以
降
の
秋
田
人

が
、
こ
の
風
土
の
中
で
書
き
残
し
た
資
料
を
収

集
保
存
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
人
々
と
そ
の

営
為
は
記
憶
に
残
り
、
命
は
続
く
だ
ろ
う
。
あ

き
た
文
学
資
料
館
は
、
本
県
の
文
学
の
歴
史
を

記
憶
す
る
装
置
と
し
て
、
あ
る
い
は
記
憶
を
呼

び
覚
ま
す
装
置
と
し
て
機
能
す
る
に
違
い
な

い
。
そ
こ
に
多
く
の
県
民
が
集
ま
り
知
的
な
サ

ロ
ン
と
し
て
親
し
ま
れ
、
あ
る
い
は
児
童
生
徒

の
ま
な
び
の
場
と
な
れ
た
な
ら
素
敵
で
あ
る
。

　

同
窓
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
あ
き
た
文
学
資
料

館
に
お
出
で
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
取
り
返

し
の
付
か
な
い
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

明治33年4月22日付佐々木寬綱宛与謝野鉄幹書簡

あきた文学資料館

きょうごく・まさゆき／東洋大学文学部
卒。同大学大学院文学研究科修了。
1983年4月、秋田県立高校教諭に採
用され、以後6校の高校および県総
合教育センターに勤務する。2016年
3月、定年退職。同年4月、県立図
書館勤務。あきた文学資料館担当
の副館長となり現在にいたる。2016
年3月より秋田市雄和女

め

米
め

木
き

にある俳
人石井露月の顕彰団体「露月会」
会長も務めている。秋田市出身。
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ささき・ありさ／1982年秋田市生まれ。
津田塾大学学芸学部英文学科卒。都
内の放送局にて主に国際ニュース、ド
キュメンタリー番組などの翻訳業務を
経験。2015年より秋田市をホームタウ
ンとする男子プロバスケットボールチー
ムを運営する秋田ノーザンハピネッツ株
式会社広報担当。秋田ノーザンハピ
ネッツは2010年当時のｂｊリーグに参入。
2016年に男子プロバスケリーグ統一によ
り誕生したB.LEAGUEのB1（1部リー
グ）に所属。

きたしま・ともあき／1978年秋田市生ま
れ。埼玉大学中退後、2007年に秋田
に帰りマティログの名でテレビ、ラジオ
への出演またCMナレーションやイベント
司会など秋田を拠点に様々なメディア
で活動。2018年4月に自身が代表取締
役を務めるファイオン株式会社を設立。
芸能活動で培った人脈やスキルを生か
しイベント企画、動画製作、オンライン
番組配信などを手掛ける。

　学生時代から	“言葉には力がある”と信じています。祖
父の影響で日本語の面白さを知り、英語と出会ってからは
その魅力にどんどん引き込まれました。言葉に携わる仕事
をしようと思い、高校・大学と進路を決めました。上京し、
大学卒業後にイギリス留学を経て8年ほど翻訳の仕事をし
ていました。基本的には活字にまみれていたい派なのです
が、コミュニケーションにおける言葉の役割にも興味が生ま
れ、日本語教員の資格も取得しました。そんな私がなぜ
今プロバスケの仕事をしているのかとよく尋ねられるのです
が、その答えは“言葉に携わることができる”からです。広
報として翻訳や英語を使う場面もあり、日本語を指導する
機会もあり、これまでの経験を生かすことができています。
　スポーツの魅力は一目みれば伝わるじゃないかと考える方
もあるかもしれません。私自身、スポーツや音楽、写真や
絵画など言葉がなくても心に響くものもとても好きで人生には
欠かせないと思えるほど力をもらってきました。でもプロスポー
ツはビジネスです。入場料がある以上“一度観てもらう”まで
には高いハードルがあります。私たちはただバスケを観戦す
るだけでなくアリーナ空間とそこで過ごす時間を楽しんでもら
うことを目指していて、一度来たらきっと満足していただける
という自信があります。しかし県内でもホームゲームを観たこ
とがない方がまだまだ大勢。もっと言えば県外在住の秋田
出身者にはチーム名さえ知られていないことも。広報の任
務はこうした状況を少しずつ変えていくことです。今はＳＮＳ
も普及し、動画の時代とも呼ばれていますので単純に“伝わ
る言葉＝文章”とは考えていません。メディアを通して、オウ
ンドメディアを活用して、ファンに思いを届けるのはもちろん、
更にファンを増やすにはどうすればいいのか。日々 考え、挑
戦しています。挑戦といえば私は昨年7月から都内を拠点と
してクラブ広報の幅を広げるべく活動しています。この半年
で状況が一変し、思うように動けないこともありますが今でき
ることを模索しながら前向きに進んでいます。
　「動けば変わる」これは秋田ノーザンハピネッツ水野社
長のモットーです。まさに言うがやすし…ですが、本人が
体現していく姿を目の当たりにしている私にとっては非常に
力強く、モチベーションを上げてくれる大切な言葉です。

　『汝、何の為に其処に在り也』
　これは私が高校在学時の校長である松岡正樹先生が
全校集会などで言っていた言葉です。そして私が秋田高
校三年生の時の文化祭テーマソングとして作った曲名でも
あります。中学生の時から人前で何かパフォーマンスするこ
とが好きだった私は軽音楽同好会に入り「Crystal」とい
うバンドを結成。この曲を披露した夜祭のことは今でも鮮明
に覚えています。
　高校卒業後も埼玉大学に通いながら音楽活動をしてい
ました。大学でもサークルを7つ作ったり、大学外のイベント
企画やMCをしたりと、この頃から自分から何かを創り、仕
掛けていくことが好きだったように思います。
　2007年に秋田に帰り、埼玉で培ったスキルを生かし秋
田の活性化の為に芸能活動を続けていくぞと意気込むもマ
ティログを知る人は少なく、最初の頃はバイトをしながら音響
の手伝いや地元のお祭りの司会など、とにかくがむしゃらに
色んなことをやらせていただきました。いつの頃からか芸能
の道のみでご飯が食べられるようになり、今はABS秋田放
送のラジオ番組『エキマイク』や、テレビ『まこ社長のマイ
ホームよろず話テレビ版』などにレギュラー出演しています。
　芸能活動を続け、さまざまな職業の人に出会う中で何の
ためにこの仕事をしているのか、この仕事だけでやってい
けるのか？何のために秋田に帰ってきたのか？と、自問自答
することも増えました。
　そこで仕事を依頼される側から仕事を依頼する側になろ
うと40歳になった2018年にファイオン株式会社を設立しまし
た。会社設立から2年が経ち、2020年は新型コロナウィル
スの影響により生き方、そして仕事のあり方を大きく変えな
ければいけなくなりました。
　そこで私は以前から注目していたインターネット配信に力
を入れ、秋田民謡や演劇などのオンライン配信、スポンサー
をつけた秋田の企業をフィーチャーした情報番組の配信、
各種イベントのオンライン配信など私にしかできない秋田の
魅力がたくさん詰まった新しいエンターテイメントの在り方を
追求しています。仕事の中で秋田高校の先輩、後輩に出
会うことも多く、改めて秋田高校の偉大さを感じています。
　『汝、何の為に其処に在り也』そう問われた時、秋田
の未来の為に此処に在り続けたいと答えられる自分であり
たいです。

秋田の県民球団をめざして
 　佐々木 亜里紗（平成13卒）

汝、何の為に其処に在り也
 　北嶋 友暁（平成9卒）

秋田高校同窓会だより VOL.1087



　

秋
田
高
校
に
入
学
で
き
た
こ
と
を
、
い
ち

ば
ん
喜
ん
で
く
れ
た
の
は
、
平
成
10
年
に
88

歳
で
亡
く
な
っ
た
祖
母
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
貧
し
い
農
家
で
育
ち
、
小
学
校
に
も
行

け
ず
、
13
の
歳
か
ら
奉
公
に
出
さ
れ
た
。
奉

公
先
の
子
息
が
早
稲
田
大
学
在
学
中
で
、
休

暇
で
帰
省
し
た
折
に
、平
が
な
と
片
か
な
を
、

彼
か
ら
教
わ
っ
た
。
私
が
秋
高
に
通
う
よ
う

に
な
っ
て
少
し
た
っ
た
こ
ろ
、
祖
母
は
、
秋

田
市
に
あ
っ
た
山
田
旅
館
の
女
将
さ
ん
か
ら

私
へ
の
贈
り
物
だ
と
い
っ
て
、
新
聞
紙
に
く

る
ま
れ
た
も
の
を
差
し
だ
し
、
目
の
前
で
開

け
て
見
せ
て
く
れ
た
。
二
宮
金
次
郎
の
像

だ
っ
た
。
山
田
旅
館
は
、
祖
母
が
若
い
こ
ろ

勤
め
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、辞
め
た
あ
と
も
、

用
事
が
あ
れ
ば
、
女
将
さ
ん
か
ら
呼
び
出
さ

れ
、
泊
り
が
け
で
数
日
手
伝
い
に
行
っ
た
。

薪
を
背
負
い
、
開
い
た
書
物
に
目
を
落
と
す

金
次
郎
の
像
は
、
い
ま
も
本
棚
に
あ
る
。
あ

る
詩
人
が
言
っ
た
。
時
は
流
れ
な
い
。
降
り

積
も
る
。

　

思
い
出
は
過
ぎ
去
ら
ず
、
降
り
積
も
る
雪

の
下
で
、
新
し
い
い
の
ち
が
人
知
れ
ず
育
ま

れ
る
よ
う
に
、
い
ま
の
時
を
支
え
、
未
来
へ

の
光
源
と
な
っ
て
、
背
中
を
や
さ
し
く
押
し

て
く
れ
る
。

教
科
書
を
破
っ
て
丸
め
バ
ト
ン
に

　

中
学
時
代
、
運
動
部
に
所
属
し
て
い
な

か
っ
た
私
は
、
か
ら
だ
を
鍛
え
る
目
的
で
、

毎
朝
、
2
キ
ロ
ほ
ど
の
距
離
を
走
っ
て
い
た

か
ら
、
高
校
入
学
後
、
本
格
的
に
陸
上
競
技

を
や
り
た
い
と
思
っ
て
陸
上
部
に
入
部
し
た

の
は
、
自
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
。
授
業
が

終
わ
っ
て
か
ら
の
練
習
は
、
家
の
近
く
を
走

る
の
と
は
違
っ
て
、
息
が
上
が
り
、
へ
と
へ

と
に
な
っ
た
。
く
た
び
れ
て
、
も
う
ろ
う
と

す
る
視
界
の
中
を
、
F
先
輩
は
さ
っ
そ
う
と

走
っ
て
ゆ
く
。
先
輩
に

親
し
み
、
い
ろ
い
ろ
話

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

土
崎
か
ら
毎
日
走
っ
て

通
学
す
る
と
の
こ
と
で
、

教
科
書
は
、
そ
の
日
授

業
で
使
う
ペ
ー
ジ
分
を

切
り
離
し
、
く
る
く
る

巻
い
て
バ
ト
ン
に
し
た
。

　及 川  圭 介 
（昭和60年卒）

院　　長
医学博士

秋田市飯島新町３-１-20
Tel 018-845-3579 　Fax 018-827-3580 
www.oikawaiin.com

〒011-0947
山 内　積

（昭和60年卒）

山

秋田市更正・育成医療病院
秋田県顎口腔機能診断施設
日本矯正歯科学会 臨床研修機関

YAMANOUCHI DENTAL AND ORTHODONTIC OFFICE

矯 正 科

内 歯 科

018-832-5252
www.yama-ortho.info

日本矯正歯科学会
認定医・臨床指導医

ヤマノウッチ!

秋田拠点センター  アルヴェ4階

Miyazawa Pain Clinic

宮　澤　一　治
院　長

（昭和60年卒）

みやざわ
ペインクリニック

あ
の
頃
の

▶7◀

みうら・まもる／東北大学経済学部卒
業。神奈川県内の私立高校で社会科
教諭を7年間務めた後、東京都内の出
版社に勤務。1999年、仲間二人と春
風社を創業。人文系の学術書を中心
に現在（2020年）まで約800点を出版。	
著書に『出版は風まかせ』『父のふる
さと　秋田往来』『石巻片影』、詩集
に『カメレオン』『鰰	hadahada』、分
担執筆の書に『新井奥邃―公快
共楽の栄郷を志向した越境者』など。
井川町出身。

陸
上
部
の
思
い
出

二
宮
金
次
郎
、
走
る

	

三
浦　

衛（
62
）＝
昭
和
51
卒

高校時代、秋田市の山田旅館の
女将さんから頂いた二宮金次郎の
像。今も本棚にある
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走
る
二
宮
金
次
郎
！　

写
真
は
、
象
潟
で
の

春
合
宿
の
際
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
三
年
生

は
参
加
し
て
お
ら
ず
、
F
先
輩
は
写
っ
て
い

な
い
。
一
列
目
中
央
は
、
顧
問
の
三
船
新
次

先
生
だ
。
象
潟
合
宿
の
折
で
は
な
い
が
、
秋

田
高
校
の
校
舎
に
併
設
さ
れ
た
合
宿
所
で

行
っ
た
合
宿
の
際
、
三
船
先
生
か
ら
受
け
た

注
意
が
い
ま
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
連
日
の
朝

練
、
午
前
と
午
後
の
練
習
で
へ
た
ば
り
、
か

ら
だ
が
土
嚢
の
よ
う
に
ず
っ
し
り
と
重
く
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、
朝
練
の
集

合
時
刻
に
遅
れ
る
生
徒
が
数
名
い
た
。
私
も

そ
の
中
に
い
た
と
思
う
。
全
員
が
集
ま
っ
た

と
き
、
三
船
先
生
は
、
静
か
に
、
し
か
し
、

厳
し
い
口
調
で
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
そ
う
い

う
と
こ
ろ
が
君
た
ち
の
弱
い
と
こ
ろ
だ
。
勉

強
が
で
き
て
こ
こ
に
来
た
の
だ
ろ
う
け
れ

ど
、
6
時
集
合
と
な
っ
た
ら
、
6
時
に
集
合

す
る
。
理
屈
は
不
要
」。
三
船
先
生
は
、
走

る
フ
ォ
ー
ム
が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。
運
動
会

の
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
運
動
部
の
つ
わ
も
の
ど

も
を
尻
目
に
、
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
し
た
。

　

写
真
に
は
畏
友
I
君
も
写
っ
て
い
る
。
F

先
輩
と
同
じ
く
、
彼
も
土
崎
出
身
。
か
ら
だ

が
硬
く
、
柔
軟
体
操
を
す
る
と
、
屈
伸
の

際
、
90
度
を
超
え
て
曲
が
ら
ぬ
姿
に
大
笑
い

し
た
。別
れ
際
に
彼
は
「
せ
ば
」
と
言
っ
た
。

私
の
地
元
で
は
「
へ
ば
」
と
言
う
。

　

私
と
し
て
は
、
相
当
が
ん
ば
っ
た
つ
も
り

だ
っ
た
が
、
1
0
0
メ
ー
ト
ル
の
自
己
ベ
ス

ト
は
12
秒
3
。
短
距
離
を
専
門
と
し
て
い
た

者
と
し
て
は
、
自
慢
で
き
な
い
記
録
だ
。
三

つ
下
の
弟
は
、
私
が
卒
業
し
た
後
で
同
じ

部
に
所
属
し
、
11
秒
3
の
記
録
を
出
し
た
。

1
0
0
メ
ー
ト
ル
で
1
秒
ち
が
え
ば
、
ゴ
ー

ル
で
10
メ
ー
ト
ル
は
ち
が
う
。
弟
に
頭
が
上

が
ら
な
い
。

思
い
出
す
恩
師
の
静
か
な
語
り

　

江
戸
時
代
の
紀
行
家
・
菅
江
真
澄
に
つ
い

て
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
一
関
吉
見
先
生
。

真
澄
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
の
か
、
文
章
を
朗
読

し
て
く
だ
さ
っ
た
後
、
シ
ー
ン
と
な
っ
た
教

室
で
、
凡
そ
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。「
き

み
た
ち
に
、
い
ま
、
菅
江
真
澄
の
好
さ
を
判

れ
と
い
っ
て
も
無
理
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
歳
を
と
り
、
い
ろ
い

ろ
経
験
し
た
後
で
、
そ
う

い
え
ば
、
高
校
の
国
語
教

師
が
菅
江
真
澄
に
つ
い
て

な
に
か
言
っ
て
い
た
な
と

思
い
出
す
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
真
澄
の
文
章
を
読
ん

で
み
る
と
い
い
。
好
さ
が

し
み
じ
み
判
っ
て
く
る
だ

ろ
う
…
」

　

横
浜
で
出
版
社
を
起
こ

し
て
11
年
後
、
帰
省
し
た

折
、
足
を
延
ば
し
て
十

和
田
湖
を
訪
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
紅
葉
前
の
こ
と

と
て
、
観
光
客
は
少
な
く
、

し
か
し
幻
想
的
な
湖
畔
の

た
た
ず
ま
い
と
奥
入
瀬
の
せ
せ
ら
ぎ
、
木
立

か
ら
漏
れ
て
降
り
注
ぐ
光
は
、
五
感
を
通
し

て
深
く
沁
み
入
っ
た
。
二
百
年
前
に
、
こ
の

地
を
真
澄
が
徒
歩
で
訪
れ
た
こ
と
を
知
り
、

一
関
先
生
の
静
か
な
語
り
を
思
い
出
し
た
。

『
菅
江
真
澄
遊
覧
記
』
を
開
く
た
び
に
、
静

か
な
時
の
声
を
聴
く
。
風
景
を
動
く
の
は
人

間
。
ま
こ
と
に
、
時
は
流
れ
な
い
。
垂
直
に

降
り
積
も
り
、心
象
の
風
景
を
育
み
な
が
ら
、

万
葉
の
歌
人
が
歌
っ
た
よ
う
に
、
今
日
降
る

雪
の
い
や
し
け
吉
事
と
降
り
積
も
る
。

奥
入
瀬
や
橡
の
実
拾
ふ
子
ら
の
声

暮
れ
な
ず
む
秋
の
湖
畔
の
乙
女
の
像

〒980-0021 宮城県仙台市青葉区中央2-8-16
仙台東京海上日動ビルディング11F
TEL.022-262-0633  FAX.022-262-0644
携帯：090-7667-5169

寺田 幸司（平成7年卒）

CFP®
（日本FP協会会員ファイナンシャルプランナー）

〒010-1414 秋田市御所野元町1-1-1
フレスポ御所野B棟2F
ＴＥＬ：018-853-1531
FAX：018-853-1521

米 山 和 夫
（昭和60年卒）

院 長

〒013-0051 横手市大屋新町字大平593-1
TEL.0182-33-3238  FAX.0182-33-2753
https://www.omi-lo.com

近 江 直 人（昭和60年卒）

弁護士

森 田 祐 子（平成9年卒）

弁護士

弁護士法人
近江法律事務所

秋田市川尻みよし町7-6 〒010-0945
TEL 018-883-0427 FAX 018-883-0428
E-mail:tateoka@sret.biz

舘 岡 英 樹（昭和60年卒）

社会保険労務士

社会保険労務士

舘岡英樹事務所

昭和49年3月、象潟青年の家(ユースホステル）前、前列左から
三人目が三船先生、二列目左端が筆者

秋田高校同窓会だより VOL.1089



「�つどい」� �
投稿について

❶ 「つどい」欄への投稿は毎回多数にのぼるため、スペースの制約からやむを得ず、原稿を短縮したり次号に回すことがあ
ります。原稿は概ね400字（原稿用紙1枚）を目途にお願いします。

❷原稿の最後に執筆者名（支部等にあっては卒業年次も）をお忘れなく。
❸投稿いただいた原稿、写真はお返ししません。どうぞご了承ください。〈広報委員会〉

ついどTSUDOI学生時代へタイムスリップ
� 関東在住昭和34年卒有志同期会
　2019年7月8日昼間、関東在住34年卒有志が新宿のレス
トラン「ライオン」へ集まった。その日は快晴で絶好の飲み
会日和。傘寿一年前の79歳勢揃い。まだまだこれからと意
欲満々の面々……。
　顔ぶれは西木正明（直木賞作家）、木村興治（全日本テ
コンドー協会会長及び国際卓球連盟会長アドバイザー）、小
出茂（ハワイアン歌手）、前島（旧姓�嘉藤）洋志（歯科医師）、
鈴木陸雄（団体役員）、豊島澄男（会社役員）、佐藤紀英（団
体役員）、保坂治夫（旧�日石）の総勢8人。
　みんな元気ですよ。
　今回は4～5年ぶりの集まりであったが、顔を合わせればす
ぐに学生時代へタイムスリップして始終笑顔で懐かしい話に笑
いとうれしさはお酒も食事も進み、会食時間はあっという間。
　多少の体調不良や薬の説明会自慢も後半あったりしたが、
10代を共にした学友たちと集える有り難さ幸せはかけがえのな
い大切な仲間だね。
　みんな進んでいる道はさまざまであるが、我ら秋高生徒はあ
の時学んだ全てが今も前進して
上昇真っ只中だ。この世の中リ
モートワークで仕事が捗る時代
に乗り遅れてはいませんよ！パソ
コン、スマホ、Wi-Fi、ウーバーイー
ツ……きょうも足元に気をつけな
がら走ってます！� （小出�茂�記）

新たに制作した会旗を披露
� 紫紺の会
　令和2年度の総会を、5月16日、秋田市の協働大町ビル
で開催しました。開催の可否については慎重に検討を重ねて
いましたが、緊急事態宣言の一部解除を受け、日中のゴルフ
コンペとともに予定通りの日程で開催することを決定しました。
　同窓会の畠山茂�新先蹤録編纂特別委員長を来賓としてお
迎えした総会では、先の見えない状況ながら今年度の活動計
画等を可決。母校や同窓会への協力体制、若手会員の活
躍を促す策についても話し合われました。また、総会前には、
新たに制作した会旗が披露されました。
　総会後は感染防止に配慮しながらの懇親会に移り、自粛
が続いた酒席の雰囲気を味わいながら、母校への思いを語り
合いました。� （保坂�尚吾＝昭和55卒�記）

　

8
月
に
開
催
さ
れ
た
第
44
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

（
2
0
2
0
こ
う
ち
総
文
）
放
送
部
門
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
、
最

高
賞
で
あ
る
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
郷
土
の
話
題
」。

秋
田
市
大
森
山
動
物
園
の
ア
シ
カ
が
あ
げ
る
竿
燈
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。

　

さ
て
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
言
え
ば
1
人
マ
イ
ク
の
前
に
立
つ
姿
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
多
く
の
人
の

力
が
必
要
に
な
る
。
取
材
先
の
方
、
読
み
を
講
評
し
あ
う
仲
間
た

ち
、
多
岐
に
わ
た
る
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
顧
問
の
先
生
。
私

た
ち
が
手
に
し
て
い
る
1
枚
の
原
稿
に
は
、
そ
ん
な
た
く
さ
ん
の

人
の
思
い
や
努
力
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い

を
ま
た
た
く
さ
ん
の
人
へ
繋
げ
伝
え
て
い
く
。
そ
れ
が
ア
ナ
ウ
ン

ス
の
神
髄
で
あ
り
、
放
送
活
動
そ
の
も
の
の
神
髄
だ
と
も
思
う
。

人
と
人
を
繋
ぐ
こ
と
が
本
質
で
あ
る
以
上
、
放
送
を
担
う
私
た
ち

に
は
相
応
の
責
任
が
生
じ
る
。
題
材
を
深
く
理
解
し
、
視
聴
者
に

正
確
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
こ
の
責
任
を
全
う

す
る
の
は
大
変
だ
が
、
そ
の
分
発

表
や
作
品
を
見
た
人
か
ら「
面

白
い
」
の
一
言
を
貰
え
た
と

き
の
喜
び
は
一
入
だ
。
や
は

り
私
た
ち
は
人
と
の
繋
が
り

の
中
で
こ
そ
、
輝
け
る
。

　

そ
ん
な
私
の
高
校
で
の
放

送
生
活
も
、
こ
の
総
文
を
も
っ

て
幕
を
下
ろ
し
た
。
し
か
し
幸

い
な
こ
と
に
、や
り
た
い
こ
と
、

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
の

先
も
マ
イ
ク
の
前
に
立
つ
こ
と

を
夢
見
て
、
私
の
挑
戦
は
続
く
。

３年間を捧げた放送室にて

繋
が
り
の
中
で

�

　

3
年　

塩
畑 

逸
貴

School Topics スクールトピックス
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哀
悼
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

�

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

㊟
（
昭
20
④
）
は
旧
制
中
学
を
4
年
で
卒
業
、
（
昭
20
⑤
）
は
5
年
で
卒
業
し
た
こ
と
を
表
す

　会員の皆さまには日頃から同窓会活動に深いご理解と
ご協力を賜り、心より厚くお礼申し上げます。
　さて、秋田高校同窓会の運営は、その財政基盤のほ
とんどを会員の皆さまの年会費に依存しております。円滑
な同窓会活動を推進するため、令和2年度の年会費納
入にご協力を賜りますようお願い申し上げます。同封の払
込取扱用紙でコンビニまたは郵便局で納入くださるようお
願いいたします。経費削減のため、できるだけコンビニ（期
限あり）を優先してご利用ください。
　また財政委員会では現在、会費の口座自動振替を進
めています。納入手続きの煩わしさを解消し、〝うっかり

忘れ〟を防止するとともに経費節減を図るためです。
　口座自動振替をご希望の会員は払込取扱用紙にある
金融機関名（秋田銀行、北都銀行、ゆうちょ銀行）を
選び、所定の欄にご記入のうえ同窓会事務局にお申し
込みください。その際、今年度分の年会費はコンビニで
はなく、最寄りの郵便局からお振り込みいただくようお願い
申し上げます。

　年会費に関する取り決めは以下のとおりです。
1．年会費は会員1人当たり2,000円とする。
2．年会費の請求は単年度のみとし、過年度分は請求し
ない。

3．母校卒業後4年間は年会費の納入を免除する。
� （財政委員会）

令和2年度
年会費納入のお願い

平
成
30
年

5
月
須
田
　
孝
雄
（
昭
43
）

10
月
藤
原
　
健
造
（
昭
42
）

12
月
清
水
　
高
義
（
昭
20
④
）

平
成
31
年

1
月
小
玉
　
久
男
（
昭
37
）

石
山
　
俊
一
（
昭
29
）

4
月
小
川
　
　
誠
（
昭
35
）

令
和
元
年

5
月
渡
辺
　
定
恭
（
昭
34
）

7
月
鎌
田
　
明
徳
（
昭
44
）

岡
江
　
輝
夫
（
昭
15
）

金
子
　
邦
雄
（
昭
22
）

9
月
石
山
　
純
一
（
昭
31
）

10
月
星
宮
　
勝
美
（
昭
53
）

堀
井
　
洋
一
（
昭
41
）

11
月
石
井
　
一
錬
（
昭
30
定
）

近
江
谷
金
一
（
昭
34
）

12
月
鈴
木
　
　
壽
（
昭
29
）

渡
部
　
博
夫
（
昭
33
）

長
澤
　
昭
治
（
昭
21
）

令
和
2
年

1
月
小
坂
　
栄
一
（
昭
21
）

鈴
木
　
立
二
（
昭
27
）

保
坂
　
　
弘
（
昭
22
）

田
中
　
治
子
（
昭
30
）

小
田
野
　
直
（
昭
16
）

渡
部
　
　
淳
（
昭
45
）

江
見
　
正
民
（
昭
21
）

2
月
横
内
　
正
純
（
昭
26
）

田
辺
　
元
夫
（
昭
28
）

3
月
鎌
田
　
　
新
（
昭
29
）

加
藤
　
明
男
（
昭
27
）

嵯
峨
精
之
助
（
昭
28
）

木
村
　
健
介
（
昭
39
）

畠
山
　
寛
司
（
昭
45
）

佐
藤
　
　
久
（
昭
13
）

阿
部
　
　
一
（
昭
31
）

大
渕
洲
美
郎
（
昭
29
）

鈴
木
　
良
雄
（
昭
29
）

4
月
金
　
　
繁
美
（
昭
30
定
）

小
杉
　
祐
作
（
昭
39
）

畑
澤
　
潤
一
（
元
校
長
）

柿
崎
　
　
正
（
昭
31
）

鈴
木
　
　
隆
（
昭
37
）

本
間
　
　
浩
（
昭
52
）

加
賀
谷
清
一
（
昭
33
）

田
村
　
正
義
（
昭
39
）

川
村
　
　
懋
（
昭
19
）

石
川
　
　
實
（
昭
28
）

進
藤
　
久
志
（
昭
50
）

渡
部
　
　
剛
（
昭
32
定
）

吉
成
俊
太
郎
（
昭
26
）

加
藤
　
民
樹
（
昭
27
）

菅
生
　
茂
一
（
昭
27
）

山
方
　
次
郎
（
昭
35
）

浅
利
　
経
一
（
昭
27
）

5
月
髙
泉
　
宏
作
（
昭
23
）

秋
山
ま
り
子
（
昭
29
）

三
浦
留
美
子
（
昭
55
）

山
崎
　
英
郎
（
昭
19
）

佐
藤
　
忠
佳
（
昭
29
）

冨
野
　
和
夫
（
昭
34
）

菅
原
　
道
美
（
昭
22
）

青
山
　
成
美
（
昭
20
⑤
）

伊
藤
　
公
夫
（
昭
44
）

6
月
最
上
　
操
一
（
昭
21
）

相
原
　
　
博
（
昭
48
）

進
藤
　
誠
治
（
昭
32
）

牧
村
　
和
義
（
昭
27
）

大
塚
勝
太
郎
（
昭
21
定
）

神
部
　
欣
也
（
昭
36
）

7
月
保
坂
　
常
弘
（
昭
37
）

河
田
　
和
雄
（
昭
26
）

下
田
　
正
和
（
昭
31
）

柴
田
貞
一
郎
（
昭
32
）

境
田
　
幹
正
（
昭
28
）

8
月
高
橋
　
　
健
（
昭
47
）

五
十
嵐
三
儼
（
昭
29
）

鈴
木
　
由
克
（
昭
43
）

八
代
　
　
梓
（
昭
22
）

千
田
　
邦
宏
（
昭
38
）

厨
川
　
克
巳
（
昭
16
）

小
笠
原
康
友
（
昭
28
）

千
葉
　
　
豊
（
昭
28
）

中
道
　
琢
郎
（
昭
25
）

後
藤
　
忠
久
（
昭
29
）

9
月
湊
　
　
邦
夫
（
昭
32
）

伊
藤
　
和
暁
（
昭
30
）

木
下
　
孝
子
（
昭
33
）

松
井
　
節
雄
（
昭
30
）

大
嶋
　
洋
三
（
昭
26
）

川
和
田
幸
雄
（
昭
27
定
）

佐
藤
　
時
幹
（
昭
17
）

荒
谷
　
倫
二
（
昭
22
）

長
崎
　
忠
夫
（
昭
32
）

横
山
　
悦
夫
（
昭
27
）

藤
原
　
銕
雄
（
昭
28
定
）

小
野
　
健
爾
（
昭
28
）

本社／物流センター御所野湯本
〒010-1415 秋田市御所野湯本二丁目1番2号
TEL（018）853-7211　FAX（018）892-6792
https://abc-butsuryu.com

齋 藤 靖 之（平成7年卒）

代表取締役

株式会社
秋田物流センター

株式会社ホンダパドック
〒013-0063 横手市婦気大堤字街道下27-6
TEL.0182-33-5400 FAX.0182-33-2210
https://dealer.honda.co.jp/hondacars-yokotechuo/

佐 木々 一 平（平成7年卒）

代表取締役社長

横手中央

秋田高校同窓会だより VOL.10811
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秋
田

県
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校

同
窓

会
　

秋
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市
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形
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中
台

１
番

地
　

　
　

　
電
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刷

／
秋

田
協

同
印
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株
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会
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書
道
部

　

私
た
ち
書
道
部
は
、
3
年
生
7
人
、
2
年
生
2
人
、
1
年
生
1
人
の
計
10

人
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
顧
問
は
打
川
史
子
先
生
で
す
。

　

書
道
部
の
活
動
は
、
主
に
秋
高
祭
で
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
作
品
展

示
、
う
ち
わ
販
売
で
す
。
そ
の
他
の
活
動
は
個
人
ご
と
の
活
動
で
、
全
県
高

校
席
書
大
会
や
高
等
学
校
総
合
美
術
展
へ
の
出
品
、
篆
刻
講
習
会
へ
の
参
加

な
ど
で
す
。

　

今
年
度
は
残
念
な
が
ら
秋
高
祭
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
、
3
年
生
に

と
っ
て
最
後
の
活
動
が
で
き
な
く
な
る
ピ
ン
チ
に
な
り
ま
し
た
。
せ
め
て
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
で
も
全
校
生
徒
の
前
で
披
露
し
た
い
と
い
う
思
い

が
部
員
全
員
で
一
致
し
、
7
月
下
旬
に
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
機
会

を
特
別
に
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

練
習
で
は
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
用
紙
の
製
作
に
苦
戦
し
た
り
、手
足
が
真
っ

黒
に
な
っ
た
り
と
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
笑
い
が
絶
え
ず
、
た
ま

に
お
い
し
い
差
し
入
れ
が
入
っ
た
り

し
て
、と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

本
番
で
は
秋
高
祭
と
同
じ
く
ら
い
た

く
さ
ん
の
生
徒
や
先
生
方
が
観
に
来

て
く
だ
さ
り
、
3
年
生
に
と
っ
て
最

後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
華
や
か
で

忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

3
年
生
が
引
退
し
た
今
、
部
員
は

3
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は

新
入
部
員
の
勧
誘
に
も
力
を
入
れ
、

書
道
部
を
活
気
あ
る
も
の
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

〔
2
年　

藤
盛	

愛
加
〕

	

陸
上
競
技
部

　

私
た
ち
は
、
来
年
の
全
県
優
勝
を

掲
げ
て
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で

総
体
や
合
宿
が
で
き
な
い
な
か
新
体

制
と
な
っ
た
た
め
、
チ
ー
ム
と
し
て

ほ
ぼ
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
課
題
を
通
し
、
個
々
で
陸

上
に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と

で
、
チ
ー
ム
と
し
て
ま
と
ま
り
が
出

て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
チ
ー
ム
と
し
て
の
課
題
は
多
く
あ

る
の
で
、
現
状
に
満
足
せ
ず
個
人
と

し
て
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
何
を
す

る
べ
き
か
考
え
、
謙
虚
さ
を
も
っ
て

部
員
一
同
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

�

〔
男
子
主
将		

２
年　

神
部　

亨
〕

　

私
た
ち
は
、
全
県
総
合
優
勝
４
連
覇
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
本
来
で
あ

れ
ば
、
こ
れ
は
先
輩
た
ち
と
成
し
遂
げ
る
は
ず
だ
っ
た
目
標
で
す
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
大
会
が
中
止
に
な
り
、
私
た
ち
は
先
輩
の
思
い
と
と
も
に
こ
の
目

標
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
正
直
、
メ
ン
バ
ー
も
実
力
も
足
り
ず
、
身
に
余
る

目
標
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
チ
ー
ム
は
、
逆
境
に
負
け
ず
、
努
力

を
怠
ら
ず
、
常
に
挑
戦
し
続
け
る
強
い
精
神
力
と
お
互
い
を
支
え
合
う
団
結

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
冬
練
習
を
通
し
て
、
全
員
が
大

き
く
成
長
し
、
全
県
優
勝
を
つ
か
み
と
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

�
〔
女
子
主
将		

２
年　

金
森	

陽
菜
〕

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
同
窓
会
本
部

の
理
事
会
・
総
会
は
中
止
と
な
り
、

支
部
総
会
や
年
次
同
期
会
の
開
催

も
皆
無
の
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

（
東
京
同
窓
会
だ
け
は
リ
モ
ー
ト
で

の
総
会
を
開
催
。）

　

と
り
わ
け
お
気
の
毒
だ
っ
た
の

は
、
念
入
り
に
準
備
を
進
め
て
お

ら
れ
た
傘
寿
（
Ｓ
35
卒
）、喜
寿
（
Ｓ

38
卒
）、
卒
業
10
周
年
記
念
同
期
会

（
Ｈ
23
卒
）
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

　

来
年
は
是
非
疫
病
退
散
で
、
盛

大
に
諸
行
事
が
開
催
で
き
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

な
お
、
理
事
会
・
総
会
に
替
え

て
、
一
般
会
計
の
予
算
決
算
を
記

載
し
ま
し
た
。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

�

（
柏
）

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
2
0
2
0

事
務
局
通
信

　

今
号
は
「
つ
ど
い
」
と
「
ス
ク
ー

ル
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
を
1
ペ
ー
ジ
に

ま
と
め
、
12
ペ
ー
ジ
建
て
と
し
た
。

　

ま
た
表
紙
は
、
ド
ロ
ー
ン
で
撮

影
し
た
校
舎
写
真
を
水
彩
画
風
に

加
工
し
た
も
の
と
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
で
、

外
出
自
粛
や
宴
会
・
飲
み
会
を
控

え
る
動
き
が
強
ま
り
学
校
行
事
も

軒
並
み
中
止
と
な
っ
た
た
め
の
対

策
と
し
て
試
み
た
。
一
日
も
早
く
、

世
界
中
が
安
心
し
て
に
ぎ
わ
え
る

日
が
来
る
こ
と
を
願
う
。�

（
菅
）

完成作品と3年生部員

全
県
優
勝
を
掲
げ
て

秋高
NOWナウ

編
集
後
記

短距離が誇る精鋭たち


